
 

宮城海区漁業調整委員会委員候補者審査会設置要領 

 

（設置） 

第１条 漁業法（昭和２４年法律第２６７号）第１３８条第１項の規定に基づき任命する宮

城海区漁業調整委員会委員候補者（以下「委員候補者」という。）を審査するため、宮城

海区漁業調整委員会委員候補者審査会（以下「審査会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 審査会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）委員候補者の審査に関すること 

（２）その他審査会が必要と認めた事項 

 

（組織） 

第３条 審査会は次の委員をもって組織する。 

（１）水産林政部副部長（技術担当） 

（２）水産技術総合センター所長 

（３）水産林業政策室長 

（４）水産業基盤整備課長 

（５）各地方振興事務所水産漁港部長 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 審査会に委員長及び副委員長各１人を置く。 

２ 委員長は水産林政部副部長（技術担当）、副委員長は水産技術総合センター所長とする。 

３ 委員長は審査会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職

務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 審査会の会議は、委員長が招集する。 

２ 審査会の会議は、委員の過半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決

するところによる。 

 

 

 



（委員の責務） 

第６条 委員は公正かつ客観的な審査に努めなければならない。 

２ 委員は審査の過程及びその結果において知り得た情報を漏らし、又は自己及び他者の

利益のために利用してはならない。 

 

（事務局） 

第７条 審査会の事務局は水産林政部水産業振興課に置く。 

２ 事務局は審査会の庶務について処理する。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、審査会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和２年９月２３日から施行する。 

（調整規定） 

２ この要領の施行の日が漁業法等の一部を改正する等の法律（平成３０年法律第９５号）

の施行の日前である場合には、同日の前日までの間における第一条の規定の適用につい

ては、同条中「漁業法（昭和２４年法律第２６７号）」とあるのは、「漁業法等の一部を改

正する等の法律（平成３０年法律第９５号）附則第１６条の規定に基づき、同法による改

正後の漁業法（昭和２４年法律第２６７号）」とする。 

附 則 

 この要領は、令和６年９月２５日から施行する。 

 


